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ナノボルトメータ

KEITHLEY 2182A/KEYSIGHT 34420A
��に���は�まれておりません。

%&'*5による<=で、?@%Dによる<=FJをQRし、VXZな\]^_<=をおこないます。

kmp%&での

^_r<=uv

zmp%&での

^_r<=uv

{ソフトの%&'*5により、

?@%DによるFJ��をQRしたuv

&'、()*を,-した56()79では、 から <=の>き@なCDを&Cして79がFわれます。しかし、H79Iによっては、H79IのLM、0.1A 1.0A

またはOPをQくため、このような>きめなCDを&CできないWXがあります。このとき、[ 、または、[ での79CDで()を79することになりますが、mA uA

79-]^ケーブルaのPbCcのdeを>きくfけるhiとなります。

jkでは、79CDにlnした、79される()pqrをsします。

79CDが6さいほど79wxが>きくなります。これは、79CDが6さいほどH7

9IのyzC{が6さくなり、PbCcのdeをfけやすくなることを}しています。

>きめの79CDで79したWXでも、H79Iの()pがμΩ<=であれば�じ

ようにPbCcのdeを>きくfけることになります。

PbCcによるwxの>きさは、,-する]^��の�a、�さ、また��の�=��

に>きくlnします。

�ソフトでは、CD���による79でPbCcによるwx��を��し、かつ、��r

�により、��ノイズや�=qrによるバラツキを6さく えます。

ただし、,-する*7 の¡¢や =を£えることはできません。

・79 について。

この79では、H79IのyzC{は[μ 、¥はそれ§¨のC{になり、&'のV

デジタルマルチメータや、C¯が°±するC{79²¢では79が³´なレベルです。

このように6さなC{を =¶く79するために、&'はナノボルトメータと¹ばれるC{

*を,-しなければなりません。

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

エーディーシー�

6240A/40B/41A/42/43/44

ケースレー�

ナノボルトメータ 2182A

ケースレー�

マルチメータ 2000

SCAN/TCSCAN

キーサイトテクノロジー�

マイクロオームメータ 34420A

GP-IB

4��<=に��

2182Aによる

��%�<=に��

34420Aによる

��%�<=に��

その�の<=�による

��%�<=に��

10Chスキャナーカードに��し、
���の%�や�Zの<=が¡¢です。

�ソフトが� する#�$の%&

<=%&の£%

¤<=¥

%�<=
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6240A/40B/41A/42/43/44
6253/6254

����・���／モニタ

6240A,6240B,6241A,6242,6243,6244,6253,6254は、 �の��です。エーディーシー

¦§<=�

４©ª<=�¢
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'()*を+,して、	
��の��を8なうことができます。

]%&による\]^_を<=しようとすると、·に¸¹のFJº»により¼しい^_rが<=できません。

1.<=�ケーブルでÀじる?@%Dによるオフセット%�。
2.ÃÄノイズによる<=rのバラツキ。
3.<=%�の�È¢ÉÊやXZÉÊ。

Ë {ソフトを��しても、��する<=�がÎつ<=XZÐÑの<=はできません。)

?@%DによるFJ��のQR

\]^_をあまりÔきくない%&で<=しようとすると、
そのÖ�の%�は×μ ÙZの%�になるÚÛがありV
ます。Ýえば、 Ωの^_àを の£%で<=しよ1m 10mA
うとすると、^_àÖ�の%�は μ となり、この\]10 V
な%�をVXZに<=するáºがあります。
しかし、%�<=のために��するケーブルのäåæ
Û�にはゼーベックévによる?@%DがêÀし、そ
の%���がFJº»となります。その%�のÔきさ
は、��するケーブルやìíの�Z��によってïな
りますが、×μ になるÚÛがあります。V
そのため、��する<=ケーブルは、ðñでï�äå
とのæÛをòけ、ô�äåで、かつõDöいケーブルを
��することがáºです。^_が]さいほど、また、<=
%&が]さいほど、?@%DのùúをÔきくûけることに
なります。üýは、þÿ%&をスイープして^_rを<=
したÝですが、þÿ%&が]さいと<=される^_rの
FJが�えることがÈります。

kmp%&での

^_r<=uv

zmp%&での

^_r<=uv

{ソフトの%&'*5により、

?@%DによるFJ��をQRしたuv

{ソフトは、?@%DのFJ��をQRするために、3つの�5をサポートしております。

þÿ%&
þÿ%&

þÿ%&

<=%�
<=%�

<=%�

0
0

0

0
0

0

?@%Dによる
%�オフセット

?@%Dによる
%�オフセット

①%&'*5
kmpとzmpでそれぞれのmp
で%�を<=し、その«¬rから
^_を
めます。

②ゼロ�¼5
%&ゼロの±の%�と、�に
£%した±の%�のJから^_
を
めます。

�Z��

③3��¼5
<=ñに�Z��が�るÚÛに
�Z���も�¼します。

ÃÄノイズによるバラツキのQR

<rのバラツキ

«¬®¯r

「%&'*5」「ゼロ�¼5」は、«¬�×を
�Ô100�まで�=が¡¢です。
<=�へのÃÄノイズの��に�する��を�
なうことが�{ですが、QRできない<=rの
バラツキは、«¬®¯によって =した<=r
を!"できます。
üýでは、þÿ%&rを#=で「%&'*5」で
ô#の$%àを&'し<=したÝです。kmpで
の4�<=rの«¬rと、zmpでの4�<=rの
«¬rをさらに«¬して^_rを()しています。
 =した^_rが"られています。

◆

◆

þÿ%&

^
_

<
=

u
v

2/15



25.4560
DCV ACV

DCI ACI

4��<=

2��<=

2��<=
2��<=

KEITHLEY 2182A

Agilent 34420A

624xCDで4EF��のGH 624x+2182Aで��のGH

624x+34420Aで��のGH 624x+そのL��$で��のGH

<=%&の£%

¤<=¥

%�<=

<=%&の£%

¤<=¥

%�<=

<=%&の£%
<=%&の£%

¤<=¥
¤<=¥

%�<=
%�<=

DVM

	
����のMNOP

<=%&を+,しながらの^_<=Ý

<=%&を-=した^_<=Ý

<=%&リスト

<=%&r

^_rの<=uv

^_rの<=uv

<=�の<r

<=�の<r

kmp%&<=r

kmp%&<=r

zmp%&<=r

zmp%&<=r

{ソフトでの<=uv

{ソフトでの<=uv

624xが%�モードのÚÛ、<=rは%&rとÈ0されます。

また、%&モードのÚÛは、%�rとÈ0されます。
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「 」ボタンをÄしたÅ、「 」SHIFT DIGITS
( )ボタンをÄします。GPIB
¨Ðのように「 」にして「GPIB ON ENT

」ボタンでÕ9します。ER

79 の - アドレスをÚÛのアドGP IB
レスにÜ9し「 」ボタンでÕ9ENTER
します。

79 のラングエッジを「 」にÜSCPI
9し「 」ボタンでÕ9します。ENTER

KEITHLEY 2182AのW�

KEITHLEY 2000のW�

「 」をÄして、「 」( )キーをÄして、SHIFT DIGITS GPIB

- を にÜ9します。GP IB ON 「 」キーをÄして、アドレスをÜ9します。ENTER

もう１=「 」キーをÄして、ラングエッジをENTER

「 」にÜ9します。SCPI

�ソフトをXZするために^)な#�$のW�

_`ab

^_<=を�います。
この「79」タブをáâして「 」ボタンをSTART

クリックすると、ä9したCDpでの()79や、

åcしたCDリストにæづいて()Excelシートに

79をFうことができます。

シートのCDリストで79するWXは、ìíExcel

にキーåcしておいてください。

�1は、このボタンで、��する��
の34と、その - アドレスを�=しGP IB
てください。¸¹を78ください。

{àのスイープ�¢を��した<=
この「スイープ」タブがáâされているïに「ＳＴＡ

」をクリックすると、åcしたスイープóôにæＲＴ

ずき² のÜ9をFったÅ、スイープを÷Fしま

す。 スイープøùÅ、そのhiを Excelúにûü

みます。ûüデータは、þÿのカーソル��から

¨��に�かってåcされます。

データのûüÅ、Excelシートúに、��	に


kをFいます。パルス�cも¢です。

¦§²9:して^_<=を�います。
「��79」をáâしたWX、「79」タブでÜ9

した79óôにæづいて�����して()7

9をFいます。

{àのカスタムスイープ�¢を��した<=
この「 」タブがáâされているïに「 」カスタム ＳＴＡＲＴ

��のカスタムリストに��されていをクリックすると、

る�cリストにæづいたスイープ79をFいます。

スイープøùÅ、そのhiをExcelúにûüみます。

ûüデータは、þÿのカーソル��から¨��に�

かってåcされます。パルス�cも¢です。

「�$のW�」のab
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２yz79／４yz79の��をFいます。

79 ��をÜ9します。

² の - アドレスをÜ9します。GP IB

「79」タブをáâしての79で、「 」ïの² �c��をä9します。PAUSE

79� ï、１!だけオートゼロをFいます。

62410A/41A/42Aだけの²¢です。



þÿの79をøùÅ、$ï%&します。 「 」をÄＰＡＵＳＥ
したまま、「 」をÄすと、ステップ�
になります。ＳＴＡＲＴ
*+に「 」をÄしたÅに「 」をÄしても、ステップPAUSE ＳＴＡＲＴ
�
になります。 「 」を,�すると、�� モードに.PAUSE 79
0します。 「 」タブがáâされたときのみ、12です。79

�cを34します。

56を76s}に�り�えます。

C{�cするïは、89CDをåcし
CD�cするïは、89C{をåcし
ます。 :;のWXは、² <=に>じ
その�cpに?@した*>の89p
に��	にÜ9されます。

,-する² の��がs}されます。

AB°の[pは - アドレスをsわGP IB

します。² ��と - アドレスのÜGP IB

9は、「² のÜ9」ボタンでFいます。

()を9CD79と9C{79でáâ
します。
「C{」�cでの()79は、79² 
の「°C」「そのD」をáâしたïだけです。

Excelúのデータを�cするïのE�をÜ9します。 Excelúの
データが「１００」で、「uA」をÜ9すると、100uAが�cされます。

79が した しますøù ï、² の�cを 。OFF
チェックをHけないと、Iùï、�cは*Åの�cpでON
をJKします。

チェックをHけると、�cがパルス
�cになります。Lkがs}され
ますから、パルスM/ をåベースp
cしてください。
パルス�cにチェックをHけると、
「JKï�」がパルス��に�り�
わります。C{/CDの�cJKï�をåcします。

:;のïは、79にNOな*6ï�に
なります。パソコンのタイマでï�をQR
しますからあまりSÕではありません。
パルス�cのWXは、パルス��に�り
�わります。
0.05～9999 のWXでåcできますが、
Dの�cóôやパソコンの¡¢により、
0.05 HYのï�はZれないWXが
あります。

「<=」タブを;<した=、「 」ボタンで^_<=を>?します。START

「 -=)D」のチェックをÃして、%&¡+で^_<=を�うÚÛは、ABにExce

lシートに<=%&リストを�Dしておくáºがあります。その=、「)D�C」ボタンで、

���が)DするExcelシートÑのデータ�CEFをG=してください。

Ñ ¹�=をした=、「 」ボタンをクリックするとG=�CからkH¸mpに%&START

rが)Dされ、その^_<=uvがIJのカーソル�Cに�Dされます。

「)D�C」ボタン78

�cするデータ[\��をä9します。
Excelúのカーソルを�cしたい[\�
�に�いてこのボタンをクリックします。
jのテキストボックスに、カーソル��が
��	にåcされます。
テキストボックスへは、^_、`åcも
¢です。 テキストボックスが:;の��
では「 」できません。Nず、åcがNOです。START

a9されたCD、またはC{で79

するïにチェックをHけます。

793に² にエラーがObしたWX、�cを34す

るóôをÜ9します。¨Ðの56でÜ9します。

79に,-する79 をä9します。

・°C

624xをEcで４yz�での79のW

Xにáâします。

・2182A

2182Aを,-するWXにKEITHLEY

áâします。

・34420A

Agilent34420Aを,-するWXにá

âします。

・そのD

そのDの79 を,-するWXに

áâします。

79の��![をä9します。

1～100!でä9します。

「��モード」にチェックをHけたWX、

>��だけで��r、h��だけで

��rしたÅ、>��とh��のpを

さらに��rして()pをj�します。

CD&CÅ、79� までのkl

ï�をåcします。

79� で、+!の79のïだけ、

&CÅの79� までのmちï�を

åcします。+!だけ、úÐの79k

lï�にpjされます。

79hiを シートにåcするïのExcel

E�をÜ9します。

チェックをHけると、÷7pはExcelにåcされず、

j�した()pだけがExcelシートにåcされます。

チェックをHけると、()pを*jしないで、79 の

79p(C{/CD)をそのままExcelシートにåcします。

CDまたはC{の�c79pもExcelシートにåcします。

áâした79 のqrÜ9をFいます。

����のe8

5/15

6240A/41A/42Aだけの²¢です。
「Iùï�c 」にチェックをHけOFF
たWX、² のオペレーションをOFF
にしないで、オペレーションを のまON
まで、サスペンドにします。
ここでは、サスペンドのïの�cC{
をåcします。

「vwR」「x¡��」「ゼロyS」「デルタ ３{� 」からá( )

âします。

「vwR」E|��での79。

「x¡��」79ごとにCD��を�り~えて79。

「ゼロyS」79とCDゼロを��に�り~えて79。

「デルタ ３{� 」79�にCD��を�り~えて３!79( )

をFいます。

�9pをåcします。�9pを�れると、
シートに��でデータをåcします。Excel

�9pを�れると79を34します。

a9�cモードのWXは、オフセットpのåcが¢です。
'に79hiから、このオフセットpが�かれたpが

シートにåcされます。Excel



793、79pが'にExcelシートs}

されるように、Excelシートを��	にス

クロールします。793の
kをFって

いるとき、グラフがスクロールにより�れ

てしまい��XなWXは、チェックを�し

て79をスタートします。

79� からの��ï�をExcelシート

にåcします。

,-する624xのqrをÜ9します。

79データの�Hï�をExcelシートにåcします。

KEITHLEY2000の79も�ïにFいます。

だけの²¢です。(W32-2400 )MPX

Dの79 の79も�ïにFいます。

(�C79 の�を��ください。)

79データのトレンドグラフを
�します。

「���()79」では、グラフは
kされません。

åcした�てのóôをロード�びセーブします。

「 l」タブをáâし、データ�cをFうWXのリアルタイム
79
kの��をÜ9します。

グラフのタイトルをÚÛにåcします。:;でもかまいません。

��のデータをä}します。

��のデータをä}します。

��@�の / をåcします。:;のWX、オートスMAX MIN
ケーリングされます。ただし、ìíにpをåcし、a9スケール
にすると、
kが��にFわれます。

��@�の / をåcします。:;のWX、オートスMAX MIN
ケーリングされます。ただし、ìíにpをåcし、a9スケール
にすると、
kが��にFわれます。

「グラフh」のab

79の��ï�をÜ9します。ここでのåcpが79ï�の�さを 9し、åc¢なJKï�(パルスM)にdeを

¡えます。

��$で「ij」をklしたmのnoW�

��$で「 」をklしたmのnoW�2182A

アナログフィルタを にします。ON

デジタルフィルタを にします。 にÜ9したWX、そのóôをÜ9します。ON ON

79レンジを / で��えます。 のﾁｪｯｸを�すとレンジåc-テキストAUTO MANUAL AUTO
ボックスがþれますからレンジをキーボードからåcします。¦§なpをåcするNOはあ
りません。åcされたpに$¨Yい１つúのレンジにÜ9されます。

��ï�をÜ9します。

リファレンス²¢を にし、そのリファレンスpをåcします。ON

Ë)K のLNの�¢OPにつきましては、<=�の「User's Manual」を78ください。

79チャンネルをä9します。&'は「 1」をáâします。DCV

2182Aの - アドレスをÜ9します。GP IB

��$で「 」をklしたmのnoW�34420A

Ë)K のLNの�¢OPにつきましては、<=�の「User's Manual」を78ください。

��ï�をÜ9します。

79チャンネルをä9します。&'は「 1」をáâします。DCV

¬Ü9�@は、79 にH�するû®¯°にÐ±されている®¯²を��ください。

79をオートレンジでFいます。マニュアルレンジでは、89CDによって まるレンジにa9されます。

79IùÅ、 úのカーソル��が��	に79Excel

データのLµ��へ¶�します。
チェックがvいWXは、¨µ��へ¶�します。
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��$で「そのL」をklしたmのnoW�

そのD79 とは - でパソコンと_�されているNOがあります。GP IB
そのD79 から·られてくるデータのフォーマットは、 であり、¹[のデータのWX(Max10»)、データ�はコンマで¼�られているNOがASCII
あります。
½1 ¹[のデータをf¾したWX、�ソフトで,-するデータは、[\の1つだけで、それ§¿のデータはÀてられます。)
½2)そのD79 からのデータûりüみは、�ての79 との&¾をJÁするものではありません。

もし、79 からデータをfけûるï、クエリーコマンドをìíに·¾するNOがあるï、ここに·¾する
クエリコマンドをåcします。ほとんどのWX、:;で です。OK
もし、マルチメータが コマンドÂÃのものでしたら、¨Ðのコマンドのどれかが,-されます。SCPI
: ?       : ?     : ?READ FETCH MEAS

79 のデータf¾ïにトリガがNOなï、チェックをつけます。

そのD79 の - アドレスをÜ9します。GP IB

ûりüんだデータに、¨ÐÇjをFったÅ、Excelへåcします。
Excelへのåcp = ( 79 データ - B ) * A

ヘッダとしてExcelへåcするì�をここにåcします。
:;のWX、「�C」がåcされます。

79� íに、79 に·¾するコマンドがあるWXは、ここにåcします。 ファンクションやレンジ��えのコマンド
をåcします。 &'は:;です。

79 のデリミタをÜ9します。&'は、 + です。LF EOI

「 」,「"* "」,「ÚÛコマンド」からトリガの��をáâします。GET TRG
&'は、「 」のáâをします。GET
「ÚÛコマンド」をáâしたWXは、トリガコマンドをテキストボックスにåcします。

79 のデータにÇjwRをFうときにチェックします。 ¹[のデータがf¾されたWXは、その�ての
データに、¨ÐにåcしたÇjがFわれます。

79 のデータは[pとしています。

79 から¹[のデータが·¾されるWX、データの
¼�り²Ïをä9します。$Ð	には「コンマ」が,-されます。

��pqリストを シートにtuするOPExcel

ÑÒを� するíに、�cする79CDリスト

を���にåcしておきます。

CDは、�cするWXはプラスpで、ÓüむW

Xはマイナスpでåcします。

ÑÒの79hiが、このようにåcされます。グラフ²¢を

にÜ9しておくと、��	に
kがFわれます。On

この��を�c��にä9します。

�cデータは、 úのÚÛの��Excel

にåc¢です。

この��にカーソルを�いて、ÑÒを� したWXのÕです。

カーソル��はÚÛですが、79hiは、カーソル��から

¨��にåcされます。
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{j��$ マルチメータ� のW�OP( )

�C79 とは - でパソコンと_�されているNOがあります。(¨k)GP IB
�C79 から·られてくるデータのフォーマットは、 であり、¹[のデータのWX(Max10»)、データ�はコンマで¼�られているNOがASCII
あります。½)�C79 からのデータûりüみは、�ての79 との&¾をJÁするものではありません。

もし、�C79 からデータをfけûるï、クエリーコマンドをìíに·¾するNOがあるï、ここに·¾する
クエリコマンドをåcします。ほとんどのWX、:;で です。OK
もし、マルチメータが コマンドÂÃのものでしたら、¨Ðのコマンドのどれかが,-されます。SCPI
: ?       : ?     : ?READ FETCH MEAS

�C79 のデータf¾ïにトリガがNOなï、チェックをつけます。

�C79 の - アドレスをÜ9します。GP IB

ûりüんだデータに、¨ÐÇjをFったÅ、Excelへåcします。
Excelへのåcp = ( 79 データ - B ) * A

ヘッダとしてExcelへåcするì�をここにåcします。
:;のWX、「�C79 」がåcされます。

79� íに、79 に·¾するコマンドがあるWXは、ここにåcします。 ファンクションやレンジ��えのコマンド
をåcします。 &'は:;です。

79 のデリミタをÜ9します。&'は、 + です。LF EOI

「 」,「"* "」,「ÚÛコマンド」からトリガの��をáâします。GET TRG
&'は、「 」のáâをします。GET
「ÚÛコマンド」をáâしたWXは、トリガコマンドをテキストボックスにåcします。

�C79 のデータにÇjwRをFうときにチェックします。 ¹[のデータがf¾されたWXは、その�ての
データに、¨ÐにåcしたÇjがFわれます。

�C79 のデータを[pとしてうか、²Ïとしてうか
のÜ9をFいます。&'は「[pデータ」にÜ9します。

�C79 から¹[のデータが·¾されるWX、データの
¼�り²Ïをä9します。$Ð	には「コンマ」が,-されます。

�C79 が·¾するデータ[をセットします。

KEITHLEY 2000をXZするGHのW�

79レンジを / で��えます。AUTO MANUAL
のﾁｪｯｸを�すとレンジåc-テキストボックスAUTO

がþれますからレンジをキーボードからåcします。
åcされたpに$¨Yい１つúのレンジにÜ9され
ます。

トリガ��をÜ9します。
「 」FREE RUN
793も ��をJKします。FREE RUN
「パソコン」
79ï��にパソコンが79 にトリガを·¾します。
79 は ��になります。HOLD
「�C」
79 リアーのトリガリンクyzに��してサンプリング
をFないます。

79のトリガディレイï�をåcします。
&'は、:;または「0」をåcします。スキャナカードを,-するときチェックをHけます。

サンプリングレートをÜ9します。
= 0.01FAST NPLC
= 1MID NPLC
= 10SLOW NPLC

アベレージング²¢を にします。ON

79 ��でÜ9した - アドレスと�じpをÜ9GP IB
します。

79ファンクションをÜ9します。 C{CD, C{DC AC
CD, ()2^()4^,�=,�Ö[,��からáâ。

79データを×[Çjして、
そのhiをExcelシートにå
cします。L56がs}され
ますから、×[A,BとそのÇ
jhiのE�をåcしてくだ
さい。

79pをExcelへåcするïのE�をÜ9します。
「÷p」は、79ファンクションにより「V」「A」または
「Ω」のE�でåcします。「×[Çj」を12にし
たWXは、このÜ9はvØされます。

Ù?p79を にします。ON

��の��

79のファンクションで「�=」をáâします。

PC?のタイプをáâします。 K, J, T( )

�=のE�をáâします。 C,F,K( )

サンプリングレートをÜ9します。
= 0.01FAST NPLC
= 1MID NPLC
= 10SLOW NPLC

���・��の��

79のファンクションで「�Ö[」または
「��」をáâします。

79するC{レンジをÜ9します。

アベレージング²¢を にし、そのóôをON
Ü9します。

Ë だけの�¢です。)W32-6241MPX
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INPUTSENSE

HI

LO

Model 2000- Scanner  Card(10ch)SCAN
Model 2000- Scanner  Card(9ch)TCSCAN

DUT

DUT

DUT

Model 2000
MultiMeter

Ch-1

Ch-3

Ch-4

Ch-5

Ch-6

Ch-7

Ch-8

Ch-2

４��<=のuS

４��<=のÚÛ

は、この「 」SENSE

ラインをTÿ�S

します。

２��<=のÚÛ

は、この「 」INPUT

だけをuSします。

２��<=のuS

２��<=のuS

４��<=

２��<=

Model2000-SCAN スキャナカードをXZした��OP

79するチャンネルにだけにチェックをHけます。
79チャンネルは��しているNOはありません。

79ファンクションをÜ9します。¬チャンネル�にÛなったファンク
ションのÜ9が¢です。 た だし、��したチャンネルで�て�$
のファンクションにÜ9すると�いスキャニング79が¢になります。
そのWX、 C{で の79にOするï�はÜ です。DC 10ch 1.1
1～5 では、４yz()79のáâが¢ですが、４yz()79をch
áâすると、その?になるチャンネルの,-はできなくなります。 Õえ
ば、 を４yz()79にÜ9すると は,-できなくなります。ch-2 ch-7

「 リレーカード��」にチェックをWけると、¸¹YZが[\されますから、スキャン<=の]^を�=します。「リレーカード��」チェック
がWいた_`から¸¹YZを[\するためには、#bチェックをÃしてからcZチェックをWけます。
� チャンネルの<=ファンクションhのサンプリングレイト やアベレージングjの<=]^はABに��で�=しておく( , , )FAST MID SLOW

áºがあります。

¬チャンネルの79pにÇjwRをFったÅ、 へのåcをFうExcel
WXは「Çj」にチェックをつけ、「×[ 」「×[ 」「E�」にÝ�なpA B
をåcします。

へのåcp 79p ×[ ×[Excel = ( - B ) * A

スキャナカードのMN�

Ë) では、1chは��できません。TCSCAN
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�������を8うGHのW� Ë だけの�¢です。)W32-6241MRX

「79」タブで、a9�cにチェックをHけたïだけ「���()79」が¢になります。

また、79óôは、�て「79」タブの56でÜ9したóôにÞいます。ただし、グラフの
kはFわれません。

「 」ボタンをクリックして、÷ßに79を� するまでのmちï�をåcします。START

Õえば、à�á°にÑâをåれ、ã9の�=にäåするまでmってから79を� 

したいWXなどに,-します。

79のï��æを３�aでÜ9できます。79で,-する79ステップにチェックします。

ï��æをåcします。

ï��æのE�を「 」と「�」で�り�えます。

79![をåcします。

úÐでÜ9した79ï��æと79![から、�ての79をIùまでのãOï�

がs}されます。このï�がç*jされるのは、åcしたテキストボックスからカーソ

ルを¶�したときです。

79データのåcされた ブックを9�	にú°きJnするïにチェックをHけます。Excel

そのÅ、Jnする79サイクルをä9します。

79データが、 シートの*¨Fにäåしたとき、èのシートの[\に¶�します。Excel

èのシートがないWXは、��	にシートが
�されます。

ただし、シートが20シートにäåすると、ÑÒをé8	にIùします。

�Hがqêになったとき、þÿのブックをJnしたÅ、ëしいブックを
�し、その[\から

データをåcします。

データのåcされた ブックをJnするフォルダをä9します。Excel

バックアップJnされる ブックìの[\にHけるìíをåcします。Excel

ブックには、¨Ðのìíが��	にHけられます。Excel

バックアップ	
で ブックのファイル�Excel

" �のヘッダ" + "_" + ��� + "_" + ��� + ". "Book xls

pq��による�����の����

CDをîWXにqしながら()pの79をおこなうWX、79データをグラフによりï>s}すると、¨ÐのようなðかなñxがòられるWXがあります。

これは、C{CDOb の�cレンジをオートレンジで79したWXに、レンジの�り�わり{でObします。

このñxをóぎたいWXは、�cレンジをa9レンジにして79をFってください。

:
�cがオートレンジのï、

レンジの��り{で、56な

ñxがObします。
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スイープ<=uvが シートに�DされたÝExcel

�$�Dでのスイープ¢uと��を8う

{àのスイープ�¢を��した<=
この「スイープ」タブがáâされているïに「ＳＴＡ

」をクリックすると、Ü9したóôにæずき、２õＲＴ
の² が��をûってスイープを÷Fします。
スイープøùÅ、そのhiをExcelúにûüみます。
ûüデータは、þÿのカーソル��から¨��
に�かってåcされます。
スイープIùÅ、データをパソコンûüみにOす
るï�は、5000ステップのデータのWX、Ü20

です。

C{スイープ／CDスイープを�り�えます。

スイープスタートC{／CDをåcします。

スイープストップC{／CDをåcします。
スイープのWXスタートとストップのSöLOG

のx¡は�じにしてください。

LINスイープのï、ステップC{をåcし
スイープのï、ディケード÷りの�øLOG

[をåcします。
½） スイープのWX、この;は`åcLOG
�úません。 ダブルクリックによりåcp
をqêしてください。

89C{／89CDをåcします。

¬ステップのJKï�をåcします。
パルス�cのWXは、��をåcします。

リニア/ログのスイープを�り�えます。
(6240A/41A/42AのWXは、 / の��え)LIN FIX

スイープスタート/ストップpのåcのE�を
Ü9します。

パルスモードで�cします。
「JKï�」がパルス��となります。
�ïに¨Ðのóôをåcします。

スイープスタート／ストップ�をû.スイープし
ます。

スイープを� します。

¬åc�@の®¯は、² にH�するû
®¯°を��ください。

,-する² の��がs}されます。
AB°の[pは - アドレスをGP IB
sわします。² ��と - アドレスのGP IB
Ü9は、「² のü�」ボタンでFいます。

R6240のパルス)DのÚÛだけ[\されます。
パルス)Dでは、1AÐÑの%&)Dを�う
ÚÛ、�oなパルスì§/パルスpなどをq
�sにt(し�=します。

6241A/42AのWXにs}されます。

クリックすると2ndスイープのÜ9が¢に

なります。⑥の�を��。

79データが[prして、

シートにåcされます。Excel

��	に ÿ¡が
kされます。I-V

11/15



スイープ%�をExcelに!vみます。
êÀモードが「%�」で、「スイープ%�」と
「スイープ%&」のÖmにチェックをWけた
ÚÛ、このスイープ%�は、�の<=
rでなくt(rで�Dされますから、�
の)D%�rとxyïなるÚÛがあります。

スイープ%&をExcelに!vみます。
êÀモードが「%&」で、「トレース%�」と「トレー
ス%&」のÖmにチェックをWけたÚÛ、このスイ
ープ%&は、�<=rでなくt(rで�Dされ
ますから、�の)D%&rとxyïなるÚÛが
あります。

%�スイープの±、ここで�Dした%&r
に��した%�rをt(し、Excelに�D
します。%&スイープのÚÛは、%�rの
�Dになります。

<=のz�±²を�=します。
�ステップでの<={|±²を�Dします。

スイープ%�／%&をÖmとも!vみG=
したÚÛ、q�sに�ýを�います。

6240A/41A/42AのÚÛは、^_rでの<=が
¡¢です。

½1) 79IùÅ、その79hiを79 °Cの バッファメモリからExcelúにデータをûりüむのにNOなï�は、4000ステップのデータの

WX、 Ü21secかかります。

½2) スイープ79に �し、JKï�、パルス��、パルスM、��ï�、ホールドï�、ソースディレーï�、79klï�、79のオート

レンジ、 Obのオートレンジ�の�みXわせによりNずしも��のóôÜ9ができるとは9りません。 できるだけ �9した79ができるよ

うにするため、�Ý�なóôÜ9で79を� しようとしたとき、åcóôをqêするO	がFわれます。

Ý�な79óôになるように、úÐóôをç=
�して、79を� してください。

79 のû ®¯°を�し、Obと79の89ì�を��しておくことが>�です。

⑥ の スイープのW�6241A/42A 2nd

スイープステップMを��えるC{をåcします。

í�のスイープステップMをåcします。

§¨の2�@のåcが12なWX、 スイープがFなわれます。2nd

どちらか、または��が:;のWX、 スイープはFなわれません。2nd
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ExcelÑのデータをランダムスイープとして)D
この「ランダム」タブがáâされているïに「 」ＳＴＡＲＴ
をクリックすると、Ü9したóôにæずき２õの² が
��をとってランダムスイーープを÷Fし、その79
hiをExcelúにûüみます。
ûüデータは、þÿのカーソル��から¨��に�か
ってåcされます。

Excelシートより、C{pとしてûりüむか、CD
pとしてûりüむかをáâします。

ûりüむデータのE�をÜ9します。
Õえば、Excelúのデータが「100」で「mA」
をÜ9したWX、100mAとしてûりüまれ
ます。

Excelúの[pデータを² のランダムメモリへ
·りüみます。
Excelúのþÿのカーソル��から¨��
にデータのûりüみを� します。
セルが:;になるか、5000»になると、
ûりüみをIùします。
ûりüんだhiは、¨の�c¨�に��
されます。
5000»のデータをパソコンから² へ·¾
にOするï�は、Ü20 です。

「 」により�cするメモリ¨�WXをSTART
åcします。

「メモリ¨�」でÜ9されたWXのデータのランダム
スイープを� します。
ìíに「C{�c」か「CD�c」かを「スイープ」
タブのObモードを�り�えておいてください。
Dのóôは、「スイープ」タブでÜ9した¨Ðの
óôにÞいます。

・ /パルスDC
・JKï�(パルス��)
・79klï�
・ソースディレー
・オートレンジディレー
・スイープリバース
(パルスのWX)
・バイアスp
・パルスM

ランダムスイープと�ïに79をFうときにチェック
をHけます。C{79/CD79のどちらか$�の
áâとなります。
6240A/41A/42Aでは、()79のáâができます。

79hiをExcelへåcするときのE�をÜ9します。

_�されている² の��をû�し、s}
します。

�cと79のóôをåcする² をáâ
します。AB°の[pは - アドレスをGP IB
sわします。² ��と - アドレスのGP IB
Ü9は、「² のü�」ボタンでFいます。

Excelデータをランダムメモリに©ª、¢uと��を8う

ランダム��でスイープしたÝ

�cC{Ö�

79CDÖ�
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«¬

34420Agilent

KEITHLEY

Channel-1Channel-1

Channel-2

Agilent 34420のW�

34420{àのメニューを;<し、
インターフェイス1. = -GP IB

2. - ( =22)GP IBアドレス ��r
3. =ラングエッジ SCPI
を�=します。
OPは、 Wåの�����34420
を78ください。

‘Shift’+’>’ ’I/O ’KEY MENUで を[\。

2 -.インターフェイスを に�=します。GP IB

1 - ( =22). アドレスを�=します。 ��rGP IB

3.ラングエッジを に�=します。SCPI
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４����のOP

「^_<=�し」の��のÑを「 」キーを�したままマウスクリックすると、Ctrl
「�^_<=」と「４©ª<=」を��に��えることができます。
¸¹YZが[\されたら、４©ª<=の<=]^を�=します。

<=%&を-=し、^_�を&り'し<=したÝ

<=%&をkじ
�やしながら、
^_�を<=したÝ。

CDS��での()�

PbCcによるwxO�
を�いたSしい()�

CDö��での()�
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４©ª<=を�うためには、{ソフトを４©ª<=モードに��えます。

４��79モードを します。ON OFF/

79hiのE�をáâします。

79hiをä[sÐで シートにåcするWXはチェックをHけます。Excel

H79Iの�aによる()�*j��をáâします。
このáâは、79hiに>きなdeを¡えますから、
ユーザーµの�Úで����してáâしてください。

H79Iの さを のE�でåcしてください。mm

４��プローブの��!"を のE�でåcしてください。mm
４��は��æをí#にしております。

４��プローブの��!"を のE�でåcしてください。mm
４��は��æをí#にしております。

 みyS×[ と��yS×[ をåcします。(Fw) (Fr)
H79I�にÛなる、このyS×[のÝ�なpについての
$%を÷�はKちXわせておりません。
ユーザµの�ÚでÝ�なpをå`してください。

Fw Si��j�にチェックをHけると、 ウェハのWXは、
Si Fwウェハの みから、��	に pをj�することができます。

Siウェハの みをåcします。
Lにある「 j�」ボタンをクリックすると、 pが*jされFw Fw
��	に pがåcされます。また、 でも��*jFw EnterKey
されます。
j���は、「 」のHs のテーブルからj�され、JIS C 0620 1
テーブルにない さpは、(Õ]�により*jされます。
 みのåcWXは、 から のWXです。150um 4000um

W32-6241 4MR の�¢
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����Zケーブル

3�

3�

3�

3�

3�

S4W-K1

S4W-R1

S4W-K2

S4W-R3

S4W-R2

ケルビン3

ケルビン3

4��3

4��3

=�

=�

=�

=�

=�

38,000�

36,000�

54,000�

16,000�

50,000�

æ:には、ナノボルトメータWåの
�?@%Dケーブルが�ðáºです。

æ:には、ナノボルトメータWåの
�?@%Dケーブルが�ðáºです。

æ:には、ナノボルトメータWåの
�?@%Dケーブルが�ðáºです。

※１

※１

※１

※２

※２

※２

※３

※３

※３

2mm

14mm

1.5Φまで

8Φまで

7Φまで

¦さ �1m

¦さ �1m

¦さ �1m ¦さ �1m
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����Zケーブル-2

3�

3�

3� 3�

S4W-K1W

S4W-R1W

S4W-K2W S4W-R2W

ケルビン3

ケルビン3

4��3

4��3

=�

=�

=� =�

40,000�

38,000�

58,000� 54,000�

æ:には、ナノボルトメータWåの
�?@%Dケーブルが�ðáºです。

æ:には、ナノボルトメータWåの
�?@%Dケーブルが�ðáºです。

※１

※１

※２

※２

※３

※３

¦さ �1m

¦さ �1m

¦さ �1m ¦さ �1m

³Zワイヤーハーネス ¸めj��¹Z/ 20mV¼½p¾� 

����

※１
※２

※３

2mm

14mm

1.5Φまで

8Φまで

7Φまで

OUTPUT

OUTPUT

OUTPUT

OUTPUT

SENSE

SENSE

SENSE

SENSE

(FORCE)

(FORCE)

(FORCE)

(FORCE)

+

+
+

+


